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1.はじめに
中国は多民族国家である｡特に縁辺部には各種の少数
民族が居住し,国境を越えて同一民族が分布しているこ
とが多い｡中国雲南省西双版納 (シーサンパンナ)は,
ラオス,ミャンマーに接する地域で,ここにもいくつか
の少数民族が居住しているが,その主要民族はダイ族で
ある｡中国のダイ族は,タイ国のタイ族,ベ トナムのタ
-イ族などと同じ語系に属するが,その差異や同一性に
ついてはまだよくわかっていない｡
少数民族はいくつかの支族に分かれ,一般にそれぞれ
文化的な差異を持っている｡西双版納のダイ族もいくつ
かの支族に分かれ,それぞれ文化的に異なる｡本研究で
取り上げるダイ族は,ダイ･ルー族と呼ばれる支族で,
水田稲作を主とする農耕民族である (以下,本研究では
西双版納ダイ･ルー族を単にダイ族と呼ぶ)0
ダイ族の住居 ･集落についての最初の本格的な調査は
1980年に中国雲南省設計院によって行なわれ,調査結果
は1986年6月に出版された｢雲南民居｣ (注1)にまとめ
られている｡筆者らが初めて西双版納を訪れたのは ｢雲
南民居｣が出版される前の1986年1月で,ダイ族の住居･
集落の観察調査を行ない,調査の結果を日本建築学会大
会で報告した (注2)｡
ダイ族の住居 ･集落を初めて見たときの筆者らの印象
は鮮烈であった｡ダイ族の住居の形態,集落の景観は,
ダイ族が日本民族の源蹄かと思わせるほど日本のかつて
の農村景観とよく似ていたからである(図1,注3)｡だ
が,この時点でも住居形態が近代化された事例が散見さ
(1)
れ,伝統的住居 ･集落を変容させる大きな力が働いてい
る,という印象を受けた (注4)0
図1 ダイ族住居の概要 (｢雲高民居｣より)
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今回,ダイ族の伝統的住居 ･集落を再調査したのは,
今記録しておかなければ伝統的なるものがわからなくな
る,という思いからであった｡それが本研究に取り組む
動機になっている･｡
2.研究の目的
アジアの少数民族の住居は,程度の差はあれ生産と生
活の近代化の影響を受けて変容しつつある｡その近代化
は,一般に,近代化がより進んだ民族との文化接触によ
ってもたらされている｡ダイ族の場合であれば,近代化
は漢族化の側面を併せ持つ｡
ダイ族住居棟,準琴から ｢竹楼｣と呼ばれたように,
かつては竹を住宅材料にしていた.(注5)｡解放後,･･それ
が ｢木楼｣に変わった.｢竹楼｣から ｢木楼｣ぺの変化
は,住宅規模の増大をともなったが,住居の空間構成は
基本的に同じで,生活構造も大きく変わらなかったもの
と考えられる.つまり,住宅材料が竹から木に変わったl
だけで,生活に新たな矛盾が発生するということはなか
った,と考えられる｡ところが,今日では,柱と壁は煉
瓦に変わりつつあり,竹の垣根は煉瓦塀た変わってきて
いる｡｢木楼｣はいわば｢煉瓦楼｣に変わりつつあるので
ある｡煉瓦壁は隙間の多い板壁に比べて明らかに通気が
悪く,高床の1階部分を煉瓦壁で囲ったものや,高床を
やめて平地住居にしたも甲がみられるが,これらは亜熱
帯気候のもとでは適さない.煉瓦塀を軒先まで積み上げ
る例も多くみられるが,これも通風条件を悪化させてい
る｡■このような一見して矛盾を持っているとみられる例
が,近代化,湊族化の過程で数多く出塊しているのであ
る. t
生活が便利に｢なり一,快適になるのは,必然的な発展の
方向である｡一般に,近代化は,そうしたプラス面をも
たらすと同時に,伝統的住居の持つ優れた面を否定し,
それにすって覇たな矛盾を生み出す.したが.亘 ,伝統
的住居の優れた面を活かしながう住要求の発展正対応し
た矛盾のない住居のあり方をどう痛くかが現代の隼居計
画,住宅設計上の課題になる｡伝統的住居を ｢第一の住
居｣,近代化された住居を｢第二の住居｣とすれば,現代
では ｢第三の住居｣のあり方が求められているのである｡
そのためには,伝統的住居のあり方と近代化された住
居の矛盾が正しく認識されていなければならない｡本研
究は,そのための知見の一つとして,ダイ族住居の伝統
的空間構造を明らかにするものである｡この知見は,ダ
イ族住居の ｢第三の住居｣のあり方を考える上での基礎
的な知見になると同時に,近代化された住宅がどの様に
変容したかを研究する場合の基準的な知見にもなる｡
(2)
3.研究の方法
本研究では,住宅及び敷地の各部または全体を指す呼
称とその意味,しっらえ･意匠の呼称とその意味,ウチ･
ソト等空間秩序を表わす呼称とその意味を住居語意と定
義する｡調査は,日本語-漢語-ダイ語-漢語-日本語
の二重通訳によって行なった｡その.ため,語意の把握が
十分にできなかったり,ダイ語の発音のカタカナ表記が
必ずしも適切でない部分を含んでいる｡
研究の進め方としては,住居の各部について住居語意
と住まい方 ･使われ方を把握し,次いで各空間構成要素
間の空間序列について考察し,それらを総括してダイ族
住居の伝統埠空間構造を説明する,という方法をとって
いる｡
ダイ族の住居に関するこれまでの文献は多くみられる
(注6)｡しかし,本研究のような住居語意を手がかりに
住居空間の各部及び全体の空間構造を把握しようとした
研究はない｡また,空間構造を把握することを目的とし
た研究もみられない｡
4.調査対象■
調査対象とした集落は,蔓海 (マンハイ)と蔓竜代 (寸
ンロンタイ)の2集落で,景洪市 (西双版納ダイ族自治
州の州都)の中心部から南へ約501皿のところに位置して
いる｡マンは ｢村｣,ハイは ｢ラオスから来た｣ ｢優れて
いる｣,ロンは ｢魚の棲む池｣,タイは ｢下,末｣という
意味のダイ語である｡蔓海は 144戸,蔓竜代は63戸の集
落である｡
本`調査に先立ち,他のダイ族集落の観察調査を重ねて
きているが,調査対象とした2集落は,西双版納の中で
はともに伝統的な ｢木楼｣が継承されている集落である
と言える｡
調査内容は,敷地平面図,住宅平面図及び屋根伏図を
採集し,居住者,村長及びカナン (仏爺,かつて高僧で
還俗した人,学識経験者)に住居の各部について住居語
意と住まい方 ･使われ方の聞き取り調査を行なう,とい
うものであった｡
調査は,1993年9月及び1994年12月～1995年1月の2
回にわたって実施した｡
調査対象住居は,蔓海で9戸,蔓竜代で13戸,計22戸
である｡敷地平面及び住宅平面の採集事例は図2-3に
示すとおりである｡
5.伝統的住居の空間構成要素とその意味
以下で取り上げる住居語意は伝統的住居を構成する主
要要素に限定したものである｡住居語意は細かくみれば
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たくさん採集できるが,本論文では伝統的住居の空間構
造を把握するための一つの手段として住居語意を取り上
げているため,住居語意についての詳細な検討は行なっ
ていない｡
また,以下の空間構成要素の呼称については,居住者
によって呼称が異なっていたり,呼称を答えられない場
合もあった｡･その場合は,村長及びカナンが発する呼称
を採用した｡
5･1 宅地
宅地はロン･へン･ソンまたはロン･ホム･へン (ま
たは単にホム･へン)という｡ロンは ｢囲った｣,ヘンは
｢家,部屋｣,ソンは ｢野菜の生えた土地｣という意味
で,ロン･ヘン･ソンは ｢囲われた菜園付きの住宅敷地｣
という意味になり,ホムは ｢囲われたところ｣という意
味で,ロン･ホム･へンは ｢家を囲ったところ｣という
北
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意味になる｡
しかし,鼻海では現在は敷地内に菜園はない｡かつて
菜園であったところは竹垣で囲われ,牛 ･豚から野菜を
保護した名残がみられる｡現在,竹垣で囲われた中は樹
木が植えられている｡鼻竜代では,敷地が広いため,宅
地に続いてナス,サトウキビ等の菜園 (ソンパッ,ソン
は ｢土地｣,パッは ｢野菜｣という意味)を持つ例が多く
見られた｡
宅地は,竹の垣根,サボテンで囲われ,その囲いをホ
-という｡ホ-は近年レンガ塀に変わってきている｡量
海より鼻竜代の方がレンガ塀に変わったものが多い｡
宅地の入口には門がある｡門はパットウと呼ばれ,バ
ツは｢半分｣, トウは ｢門｣の意味であるが,語意は十分
に把握できていない｡門には,①2本の木の門柱に穴を
あけて4-5本の竹を横に渡したもの,②竹で編んだド
図2 敷地平面の事例
(3)
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ア状のもの,が見られる｡①が原型ではないかと思われ
る｡(参は最近鉄扉に変わったものが若干見られる｡門が
閉まっている場合は宅地内に入ってはならないとされて
いる｡
5･2 1階外部空間
住居は高床で,主要な生活床面は2階にある｡
1階 (外部)と2階は階段でつながる｡階段はヘンラ
イという｡へンは｢上がる｣,ライは｢下がる｣という意
味である｡
階段贈りの軒下空間は,銀細工の仕事場になったり,
糸紡ぎの場所となる場合があり,そのような場合は土間
にベンチやいくつかの小椅子が置かれる｡
2階の床下は,豚小屋,鶏小屋,家を建て替えるとき
のための材料置き場,薪置き場,トラクター置き場,な
ど様々に使われる｡また,ほとんどモノが置かれずにオ
｣プンなピロティ空間になっている場合もある｡
5･3 2階室外空間
階段を上がったところはホンムと呼ばれる (ホンムの
言葉の意味が把握できなかった)｡ホンムは,屋根付きの
板敷空間であるが,板壁で囲われていなかったり,一部
しか板壁で囲われていない半戸外空間である｡家によっ
ては,階段を上がったところにドアを設ける場合がある｡
このドアは宅地入口の門と同じ言葉でパットウと呼ばれ
る｡
ホンムは室内へ入るための玄関ホールとしての機能を
持っている｡そのため,｢雪南民居｣等では ｢前廊｣と表
現している｡しかし,ホンムは玄関ホールの機能だけで
なく,多様な機能を持っている｡ホンムは,糸を紡いだ
り,穀物を選り分けたりする作業空間として使われたり,
日常的な接客空間として使われたりする｡また,ホンム
事例5
図3 住宅平面の事例
(4)
事例6
′ I
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の隅にはカゴ,ザルなどの作業用具が置かれ,着替え用
の衣類が吊されたり,軒下には歯ブラシが置かれたりし
ている｡また,家によってはホンムの隅を板壁で囲み米
の倉庫にしている｡
階段を上がって進行方向にホンムに続いてツアンがあ
る｡ホンムとツアンの間には仕切りがない｡ツアンは｢雲
南民居｣等で ｢晒台｣と表現されているように,屋根の
ないバルコニー,露台である｡しかし,ツアンは,｢竹で
つくったもの｣という意味で,これまでの伝統的な露台
が割竹を敷いてつくったものであることを示している｡
ツアンは近年RCに変わりつつあるが,RCになっても
ツアンという呼び方は変わらない｡
ツアンは水を使う場所で,炊事の下ごしらえ,食器洗
い,洗面,歯磨き,水浴などが行なわれる｡排水設備は
なく,ツアンの下の地面に浸透させる方式である｡その
ため,ツアンの下の地面は排水でぐしゃぐしゃになって
おり,排水が道路に流れ出ている場合もある｡
ツアンのもう-･つの機能はモミなど穀物の乾燥場所と
して使うことである｡水を使うだけなら比較的狭いスペ
ースでもよいが,穀物を広げるためには広いスペースが
必要になる｡ツアンの広さは穀物の乾燥場所としての機
能が規定要因になっていると考えられる｡
また,ツアンは,洗濯物の干し場,布団の干し場とし
ても使われる｡
ホンムとツアンは室外であると認識されている｡室内
では裸足になるが,ホンムとツアンは靴,サンダルの使
用が許される,というのが一般的なようである｡一般的
というのは ｢多くの場合｣という意味であるが,統計的
に数値で確認しているわけではない｡家によって･は,階
段の下で裸足になる場合もあれば階段を上がったところ
で裸足になる場合もある｡逆に,室内の広間へ土足で入
る場合もある｡しかし,その場合でも寝室へ入るときは
裸足になる｡
階段を上がったところの下がり壁の外側にタリョウと
呼ばれるしめ縄に似たようなものが飾られる｡タリョウ
の語意は把握できていない｡タリョウはダイ歴正月の水
掛け祭りの際に寺からもらってくる魔除である｡これを
ホンムの外側に飾るということは,ホンム及びツアンが
室外であっても室内により近い室外であると認識されて
いるものと考えられる｡しかし,家によっては,ホンム
から室内に入るドアの上部下がり壁の外側にタリョウを
飾る場合もある｡そのことを考えると,階段上部までの
室外とホンムの間の空間区分はあまり明瞭でないと可能
性がある｡
(5)
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5･4 2階室内空間
室内へはホンムから板のドアを開けて入る｡入ったと
ころに広間がある｡広間は近年拡大される傾向にある｡
広間が大きくなると,ツアンに面してもう一つのドアが
設けられる｡広間が小さくホンムからのドアしかないも
のが原初的なタイプであると考えられる｡ドアはパット
ウと呼ばれ,･広間が大きくて二つのドアを持つ場合は,
ホンムのドアがパットウ･.ロン,ツアンのドアがパット
ウ･ノイと呼ばれる｡ロンは ｢大｣,ノイは ｢小｣の意味
である｡しかし,パットウ･ロンが大きなドアでパット
きさはほぼ同じである｡機能からみると,パットウ･ロ
ンは玄関口,パットウ･ノイは勝手口であるので,ロン
の ｢大｣は ｢正｣,ノイの ｢小｣は ｢副｣せ意味するもの
と考えられる｡
室内は広間と寝室からなる｡'寝室は膳段を下りる方向
へ向けて,概略北に面して細長くとられる｡
広間と寝室の境は,高さ2m前後の板の目隠し壁が東
西方向に立てられ,上部は空いている｡目隠し壁はファ
ーソンと呼ばれる｡フナ-は｢囲う｣,ソンは｢寝ている｣
という意味である.つまり,ファーソンは ｢溝室を囲う
もの｣という意味になる｡目醸し壁は近年化粧をほどこ
した間仕切り収納家具に変わりつつある｡その場合も間
仕切り収納家具の上部は空いている｡上部が空いている
のは通気を確保するためだと考えられる｡
5･4･1 寝室
寝室はナイソンと呼ばれる｡ナイは｢中,内｣,ソンは
｢寝ている｣という意味で,ナイソンは｢中で痩ている｣
という意味になる｡
寝室へは広間から入る｡広間から寝室への入口は二つ
あり,入口は布のカーテンで目隠しされている｡
ホンムから入って一番奥の寝室の隅に家の神がいると
されている｡家の神はティウラ･へンと呼ばれている｡
ティウラは ｢神｣,へンは ｢家･部屋｣の意味である｡ホ
ンムから入って寝室内の一番奥の柱とその手前の2番目
の柱の間の上部に板を渡し,その上にティウラ･へンが
いるとされている｡その板は･日本の神棚にあたるものと
考えられるが,板には名前が付いでない｡板の上には一
般的には何も置かれていないが,･家によって■は,竹で編
んだ小テーブルを置き,その上に占-ソク2本と花2つ
を置いてティウラ･-ンをまつっている場合もある｡テ
ィウラ･へンが家を守る範囲は,竹の垣根または煉瓦塀
で囲われた宅地の範囲内である｡
寝室は一室空間であるが,内部には空間序列がある｡
すなわち,ティウラ･へンのいる奥の部分が上位空間と
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され,年長者が寝る場所となる｡若夫婦や子供達は,ホ
ンムから入って手前のところ,すなわち階段側で寝る｡
しかし,T寝室内を区分する空間呼称はないo
寝方は2-4つの蚊帳を吊り,世代ごとに分かれて布
団を敷いて寝る｡家族は3世代が一般的であり,子供が
小さいときは,老夫婦の蚊帳と若夫婦 ･子供の蚊帳の2
つが吊られる｡子供が大きくなると一人で寝るための蚊
帳が吊られる｡主人の弟などが同居する場合もときにあ
るが,その場合も一人用の蚊帳が吊られる｡▲
寝るときは,広間の方へ足を向け,頭は寝室の外壁の
方向へ向ける｡寝室内の7本の柱から外壁までの空間は
ドンホ-ないしバイホ-と呼ばれる｡ドン及びバイは
｢上｣,ホ-は ｢頭｣で,.ドンホ-ないしバイホーは｢頭
の上｣という意味になる｡ここは衣類の収納家具などの
物置空間として使われている｡
寝室の中は家族以外は入れない｡家族以外が入るとテ
ィゥラ･へシが怒るとされている｡
.寝室の外壁 (かつては竹,･現在は板).は無窓である｡
寝室は雅側に面しているため,暑い陽射しを遮る必要が
ないにも拘らず,なぜか無窓である｡無窓であることは
ティウラ･ヘンの存在と関係があると思われたため,繰
り返し.聞き取り調査で質問を行なったが,明確なことは
確認できていない｡
床は細かい割竹を敷き詰めて仕上げている｡･広間もか
っては同じ仕上げであったが,近年は板勢に変わってき
ている｡寝室の床仕上げがかつてと同じ割竹なのは,:広
間よりも通気が必要とされるためと考えられる｡
5･4･2 広間
広間全体をあらわす室名はない｡しかし,広間の部分
空間を示す言葉はある｡
ホンムから入って一番奥の寝室に接している部分が竹
で編んだアンベラを敷いたナボンと呼ばれるところであ
る｡ナは ｢通じている｣,ボンは ｢顔,窓｣の意味であ
る｡ホンムから広間に入ると,ホンムのドアの向い側に
小窓が見える｡その小窓がボンである｡したがって,ナ
ボンはこの小窓で ｢外と通じている場所｣という意味で
あると考えられる｡ナイソンのような生活行為を示す言
葉ではなく,空間の組み立て方を示す言葉である｡
ナボンは長老等上客を迎え入れる場所である｡座り方
は,ボン (小窓)を背に最上客を座らせ,主人は寝室を
背にする｡また,ナボンは親戚など泊り客の寝る場所に
もなる｡
広間が大きくなると,ナボンに続いてナボン･へンノ
イと呼ばれる空間がとられる｡へンは ｢部屋｣,ノイは
｢小,転じて副｣の意味で,ナボン･へンノイは ｢小ナ
ボン｣･ないし ｢副ナボン｣という意味であると考えられ
る｡ナボン･へンノイにも小窓があり,その小窓はボン･
ノイと呼ばれ,それに対してナボンの小窓はボン･ロン
と呼ばれる.ノイは ｢小｣,ロンは ｢大｣ゼある.しか
し,二つの窓の大きさは同じである｡すなわち,｢大小｣
は ｢大｣が ｢上位,.正｣,｢小｣が ｢下位,副｣'を意味す
る概念で,空間序列をあらわす呼称であると考えられる｡
広間が小さくナボン･へンノイがない場合は,ナボン
にテレビが置かれ,ナボンが家族の居間を兼ねることに
なる.しかし,_ナボン･へンノイがとられる場合は,そ
こにテレビが置かれ,.居間空間が分化する｡すなわち,
ナボンは接客空間,泊まり客の寝る空間として専用化す
る｡テレビはホンムから入った向いの奥の壁際に置かれ
る｡す なわち,ホンム側を背にしてテレビを見る｡
広間の中で空間名称が付いている･もう-1つの場所はタ
オフアイまたはへンフアイと呼ばれる場所である｡タォ
は ｢界｣,フアイは.｢火｣,へンは ｢部屋｣という意味で
ある｡したがって,タォフアイ●は｢火の廻り｣,へンフア
イは ｢火の部屋,厨房｣という意味になる｡
タォフアイの中心は木製のイロリである｡イロリは煉
瓦のカマドに変わりつつあり,作業姿勢はしゃがむ姿勢
から立つ姿勢に変わりつつある｡
イロリないしカマドは,ツアン (露台)の近くで,チ
ィウラ･へンの位置すところから最も遠い対角線上の隅
に位置している｡
･日常の食事空間は,タォフアイとナボン (広間が大き
い場合はナボン･へンノイ)の間のわずかな空間で,食
事空間の呼称はない｡
5.･5 柱と梁
サオランと呼ばれる柱が重要な柱とされている｡サオ
は ｢柱｣,ランは｢重要｣という意味である｡サオランは
2本あり,ともに寝室と広間の東西方向の境に位置する｡
ホンムから入ってすぐの柱がサオラン･ノッ,奥の柱が
サオラン･ナイと呼ばれる｡ノ ッは ｢外｣,ナイは ｢内,
中｣という意味である｡
サオラン･ナイが最も重要で,葬式の晦に,サオラン･
ナイに死者を寄りかからせて死体を洗い,新しい衣服を
着せ,足を広間側に向けて1日中死者を寄りかからせて
おく柱である｡したがって,生きている者がこの柱に寄
りかかることは禁忌とされている｡一方,サオラン･ノ
ツは特別な意味を持っていない ｡サオラン･ナイに対す
る対の柱としての意味があるだけである｡
しかし,サオランは必ずしも柱ではなく,柱の代わり
に厚板を立てている場合も少なくない｡また,サオラン
の位置が認識できていない居住者も少なくない｡重要な
(6)
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柱とされている割には奇妙なことであるが,この点につ
いてはなぜそうなのか解明できていない｡
サオランに次いで重要な柱は,サオフアン,サオナン
である｡フアンは ｢男｣,ナンは｢女｣を意味する｡とも
に,サオラン･ナイのような特別の意味は持たない｡サ
オフアンは階段際の柱から数えて四番目の柱で寝室内に
位置する｡サオナンは広間の中に位置する｡サオフアン
とサオナンを結ぶ線は南北方向で,サオラン･ノッとサ
オラン･ナイを結ぶ線と直行する｡サオフアンとサオナ
ンは一対の柱で,二つの柱の間には序列はない｡二つと
も構造上重要な柱であるため,サオランに次いで重要視
されているのではないかと思われる｡
三番目以降の柱についてはわからなくなっている｡テ
ィウラの名前や'柱の意味などを伝える歌を歌う歌い手が
1800年代までいたようであるが,現在は歌も継承されて
いない｡
柱と梁の仕口には所々に赤い布が換み込まれている｡
この布はイェンパイサオナッと言われるものである｡イ
ェンは ｢赤｣,パイは｢上の部分｣,■サオは｢柱｣,ナッは
｢竜,神の代表｣を意味する｡この布は家内安全を祈願
するものであるが,ここに神が宿っているわけではない｡
また,どの梁にも神は宿っていない｡
5･6 屋根
かつて屋根は茅葺であり,屋根の形状は一つの{母屋
に下屋を廻すという単純なものであった｡茅は焼き畑で
生産された｡焼き畑がゴム園に変わるのに対応して屋根
材は素焼瓦 (引っ掛け桟瓦)に変わっ七いった｡今日で
は,下屋にだけ茅を使用する例も若干見られるが,ほと
んどが下屋も瓦葺である｡瓦の導入と同時にトタンが入
り込み,屋根の谷部分の雨仕舞の処理が可能になった｡
また,住宅規模も拡大した｡そのため,今日では,寝室
及び広間の室内部分を母屋として一番大きな入母屋屋根
を掛け,トタンの谷樋を使ってそれにいくつかの屋根を
さしかけるという複雑な形態になっている (図4)0
Ljl JlT二二夕Jn
図4 屋根伏の事例
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-213-
母屋の棟の中央と両端には棟飾りが付いている｡その
他の屋根には付いたり付かなかったりしている｡中央の
棟飾りはクァンエンまたはガンフンと呼ばれる｡クァン
は｢巣｣,エシは｢燕｣を意味し,クァンエンは｢燕の巣｣
の形状に似ていることからつけられた呼称である｡ガン
は ｢真ん中｣,フンは ｢半分｣を意味し,ガンフンは中央
の棟飾りの位置を意味する呼称である｡両端の棟飾りの
呼称はない｡これらの棟飾りは,寺の仏と家の守り神(チ
ィウラ･へン)を敬うために付けられる｡
量竜代では,屋根瓦数枚分を板ガラスにしたトップラ
イトが広間の屋根裏数カ所に設けられている例が散見さ～
れた｡広間は昼間でも薄暗いのが一般的であるが,トッ
プライトによってかなり明るくなっている｡しかし,広
間にトップライトを設けることはあっても,寝室にトッ
プライトを設けることはしない｡痩室は昼間でも真っ暗
に近い｡
5･7 便所
便所はホンヒ-と呼ばれる.ホンは｢穴工 ヒ-は｢糞｣
を意味する｡しかし,伝統的住居には便所が卑い.,畢竜
代で東園の中に穴を掘っただけめ便所を発見したのか唯
一である｡排滑は草むら,川などセ行なわれ,糞は藤,
鶏,魚が跡形もなく処分する｡しかし,寺には便所があ
る.僧が排滑行為を｢般の人々に見られるのはよくない
からだとされているとその上とからする･と,近代化が進
むと,他集落ですやiこ出現している共両便所の段階を経
て将来各戸に便所がつA上られる可能性があごるかもしれな
い｡
JI
6.住居の伝統的空間構造
伝統的住居には4段階の空間区分,すなわち結界があ
る｡第一の結界は宅地を囲む垣根 ･塀と門であり,その
中を家の神が守るとされている｡第二の結界は階段を上
がったところで,その上部下がり壁の外側にはタリョウ
と呼ばれる悪霊よけのしめ縄のようなものが飾られてい
る｡つまり,階段を上がったところから_住居内部が始ま
るという意識が存在しているものと考えられる｡但し,
タリョウはホンムから室内へ入るドアの上部下がり壁の
外側に飾られる場合もあり,階段上部とホンムを分ける
結界は必ずしも明瞭でない｡第三の結界はホンム,ツア
ンと室内を仕切る板壁,ドアである｡第四の結界は家の
神がいる寝室を仕切る板壁 ･間仕切り家具,カーテン･
ドアである｡
ホンムとツアンからなる室外と,寝室,広間からなる
室内は,明確に区分されており,室内はナイ (｢内｣の意
咲)と呼ばれ,室外はノッ (｢外｣の意味)と呼ばれる｡
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室内空間は,ティウラ･へンを奉る寝室の隅の位置が最
上位で,その対角線上にある広間の隅のタォフアイの位
置が最下位であると考えられる (注8)0
住居の方位については,ツアンが概ね南を向くように
なっている｡ツアンは水を使い穀物を干す場所であるた
め日当りがよく乾燥しやすい南向きが求められるものと
考えられる｡ツアンの位置が決まればツアンとの位置関
係から他の諸空間が自ずと定まり,寝室は概ね北向き,
階段は概ね北入りとなる｡但し,ダイ語には東西南北に
あたる言葉はない｡したがって,諸空間の配置にあたっ
て方位を占うということもない｡
以上のことを模式化すると図5のようになり,ダイ族
住居には,日本のウチ･ソト,オク･マエにあたる空間
序列が存在するものと考えられる (注9)｡
以上のことは,伝統的住居の典型例である図3の事例
2及び3から言えることである｡調査対象住居22戸のう
ち18戸が事例2か事例3に類するものである｡事例1,
4,5,6は数少ない変型例として1戸づつ採集したも
のである｡
事例1はホンムを欠いた小規模住居で,寝室と広間の
位置関係も典型例とは異なる｡構造は木造であるが,床
図5 伝統的住居の空間構造
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と壁は竹,屋根は茅葺きで,｢竹楼｣の要素を色濃く残し
ている事例である｡この種の事例は今日わずかしか残っ
てなく,事例1も調査終了後に取り壊され,建て替え工
事が始められるという状況にあった｡
事例4,5,6は,住宅規模の拡大,とりわけ広間の
規模拡大に伴い,広間が分割された最近の数少ない事例
である｡事例4は厨房のみが間仕切り壁で独立した例,
事例5はDKが間仕切り壁で独立した例で,ともに寝室
と広間の間は近年流行してきている間仕切り家具とドア
で仕切られている｡事例6は典型例の平面構成を大きく
変え,居間 ･接客空間とDKを間仕切り壁なしで分割し
た例である｡なお,今回の調査は近代化の進んだ住居を
対象としていないので,これらの事例が近代化に伴う平
面構成の変容過程の中でどの様に位置づけられるのかと
いう問題については,今後の課題としたい｡
7.住居内多人数集会と広間の規模拡大
伝統的住居では,住居内で行なわれる多人数集会が実
に多い｡まず人生の通過儀礼についてである｡生後1ケ
月めの子供の誕生祝いには,親戚が全部来てその他の家
は1戸に1人がやって来る｡鼻海では約 200人が入れ替
わりやって来る｡男の子供が寺に入って僧になる日,蘇
婚式,新築祝い (概略10年に1回住宅を建て替える)の
場合はもっと盛大で,鼻海では約 400人が入れ替わりや
って来る｡葬式の時は,鼻海の場合村長とカナンが相談
して決めた32人が,量竜代の場合は1戸1人が死者の霊
を守る人として寝泊まりする｡.また,年中行事である関
門節,開門節には親戚全部が集まる (旧正月の水掛け祭
の時には人が集まることはない)｡三世代同居が一般的で
あり,親夫婦世代の兄弟が平均8人,子夫婦世代の兄弟
が平均5人であるから,親戚の数は平均26戸になる｡1
戸から2人やって来るとすれば,50人前後の集まりにな
る｡また,田植,稲刈りは親戚及び近隣の結いで1日の
作業として行なわれており,作業日の昼食時に40人前後
が家に集まる｡水稲は二期作であり,水田は2-3ヶ所
に分かれている場合が多い:q)で,稲作の結いの集まりだ
けで年に8-12回の多人数集会が住居で行なわれている｡
これらの多人数集会では食事,酒,タバコが振舞われ
る｡その場所としては広間が使われるが,広間は超満貞
となる場合が多く,広間から溢れた人はホンムも飲食の
場として使う｡結婚式や葬式の時は寝室と広間の間の間
仕切りを取り払って一体的な大空間として使う場合もあ
る｡また,広間のタオフアイたけでは調理が間に合わな
い時は,豚餌用のカマドを使ったり,地面に臨時のカマ
ドを設ける｡
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近年,図3事例 2のタイプは事例 3のタイプに建て替
えられる傾向があり,住宅の規模拡大が進んでいる｡住
宅規模が拡大しても,寝室の規模はほぼ一定で,広間の
規模拡大が著しい｡広間の規模拡大の基底には,上述し
たような多人数集会に対応しようとする住要求があるか
らだと思われる｡また,広間が規模拡大しても間仕切 り
等で分割される例が少ないのも,多人数集会が頻繁に行
なわれているためであると考えられる｡
8.まとめ
ダイ族住居の伝統的空間構造について,本研究で得ら
れた知見をまとめると以下のようになる｡
1)住居は4段階の結界を持つ｡第-は家の神が守る
範囲であるとされている宅地を囲む垣根 ･塀と門,
第二は階段を上がったところ,第三はホンム,ツ
ァンと室内を仕切る板壁, ドア,第四は家の神が
いる寝室を仕切る板壁･間仕切 り家具,カーテン･
ドアである｡
2)寝室,広間からなる室内とホンム,ツアンからな
る室外は,明確に区分され,日本のウチ ･ソトに
あたる空間序列が存在する｡
3)室内は,家の神をまつるる寝室の隅の位置が最上
位で,その対角線上にある広間の隅のイロリ･カ
マドの位置が最下位であると考えられ,室内空間
には日本のオク･マエにあたる空間序列が存在す
ると考えられる｡
4)ツアン,広間を概略南向きに,階段,ホンム,漢
室を概略北向きに配置するのが一般的である｡
5)広間が1室空間のまま規模拡大しているのは,顔
繁に行なわれている住居内多人数集会のためであ
ると考えられる｡
9.今後の課題
すでに述べたように,ダイ族住居の近代化,漢族化が
進んでいる｡したがって,近代化,漢族化されたダイ族
住居で,本研究で得られた伝統的住居の諸要素がどの様
に変容ないし継承されているかを明らかにすることが今
後の研究課題となる｡具体的には以下のような課題があ
る｡
1)伝統的住居の住居語意は,何が継承され,何が消滅
しているか｡
2)家の神をまつるることは継承されているか｡
3)伝統的空間構造はどの様に変容ないし継承されてい
るか｡
4)住居内多人数集会はどの様に変容しているか｡
(9)
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注
1)雲南省設計院が1980年から1982年にかけて行なった省内の
9つ少数民族の住居･集落に関する調査の結果をまとめた
もりである｡雲両省設計院編,中国建築工業出版社出版,
1886｡
2)富樫 穎･岡田知子他 :中国西双版納僚族の住居･集落の
近代化過程に関する研究 その1-2;昭和61年度日本建
築学会大会学術講演梗概集E,pp.813-816,1986
3)日本の高床式住居の源流が雲南にあるという説が一時ブー
ムになったことがある｡たとえば,鳥越･若林ら(後掲文
献)は,雲南省の省都･昆明一帯に稲作･高床式住居の｢倭
族｣がいたという説を立て,その｢倭族｣が源流となって
中国東南部や東南アジアの各地へ流れ,一部が日本へ渡来
したとしている｡しかし,最近では,考古学上の発見が進
んで,･稲作･高床式住居の起源は長江下流域にあるとする
説が有力になっている｡しかし,いずれにせよ,高床式住
居の起源をたどることは本論文の主旨ではない｡
4)｢近代化｣ の概念については議論のあるところであるが,
本論文では｢伝統的なるものが変容していく過程｣という
意味で用いている｡中国では,植民地時代の社会的変化を
｢近代化｣の時代とし,現代の変化を｢現代化｣と定義し
て,｢近代化｣と｢現代化｣を区別している｡しかし,ダ
イ族の社会もそうであるが,中国の農村社会は解放前まで
前近代的状況が続き,中国のいう｢近代化｣の時代を経て
いない｡それは,明治期に始まる日本の｢近代化｣が農村
社会の前近代性を大きく変えたわけではなく,戦後になっ
て日本の農村社会が大きく変わっていった,という歴史的
経過とよく似ている｡日本の場合は,戦後の農村社会の変
化の過程を｢近代化｣とみるのが一般的であるので,本論
文でもダイ族社会の現在の変化の過程を｢近代化｣と表現
した｡また,｢伝統的なるもの｣という概念については,
｢民族や社会に歴史的に形成され,継泉されてきた固有の
もの｣という意味で用いている｡しかし,それもまた歴史
的に変化発展する｡ダイ族住居の場合であれば竹楼から木
楼へ変化発展した｡歴史的にみれば竹楼の方がより伝統的
な住居である｡したがって,竹楼から木楼への変化は一つ
の ｢近代化｣である｡そのように,｢近代化｣の概念は相
対的なものである｡本論文では,木楼を伝統的住居とみな
し,現在変化しつつあるダイ族住居を｢近代化｣過程の住
居とみなしているが,｢伝統一近代｣の概念はそのような
相対性を持っている｡木楼を伝統住居ではなく伝統｢的｣
住居と表現したのは,そのような意味を含んでいる｡しか
し,近代化論や伝統論･を展開することは本論文の主旨では
ない｡本論文に続く研究ではダイ族住居の現在の変容･継
承構造を研究対象とする予定であるので,その時に改めて
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近代化論 ･伝統論を展開したい｡
5)竹楼はほとんど残っていない｡1993年9月の調査時に1戸
を発見したにとどまっている｡
6)桑原 稔 :中国の少数民族ダイ族の住居,昭和57年度日本
建築学会大会学術講演梗概集,pp.237ト2372,1982/鳥
越意三郎 ･若林弘子 ･河野美代賀 :雪南からの道,講談
社,1983/安春陽･劉伯華 :ダイ族のむらざと,外文出版
社(中国),1984/佐々木高明編著二:書南の照葉樹林のも
とで,日本放送出版協会,1984/NHK取材班 :書南少数
民族の天地,日本放送出版協会,1985/若林弘子 :高床式
建物の源流,弘文堂,1986/古島琴子 :中国西南の少数民
族一生活文化を探る旅,サイマル出版,1987/周連生 :中
国の高床式住居-その分布･儀礼に関する研究ノート,国
立民族学博物館研究報告11巻4号,1987/浦野良美･青木
正夫他 :共同研究成果報告書･中国華南の伝統的民家に
関する建築計画及び環境工学の調査研究,1992/Zhu
Liangwen:THEDAI,DDBooks,Bangkok,1992/
吉野正敏編 :宰南フィールドノート,古今書院,1993/育
野恵子他 :雲南省ダイ族の住居に関する研究 その1,
1993年度日本建築学会大会学術講演梗概集F,PP.1347-
1348,1993/同 その 2,1994年度同 F,PP.1189-
1190,1994
7)この事例より複雑な屋根形態を持つ住居もあるが,複雑す
ぎて屋根伏とし表現するとわかりにくくなるため例示を割
愛した｡
8)1993年9月の第1回目の調査は塩谷寿翁 (大阪工業大学)
らと共同で行なったものであるが,この時塩谷との共同討
議によってタォフアイの位置が最下位であるという見解を
持つに至った｡しかし,これは見解であって,実証するま
でには至っていない｡
9)ウチ･ソトの空間序列の存在については ｢ナイ･ノッ｣の
住居語意の存在から直接証明できる｡しかし,オク･マエ
の空間序列の存在については,淳室内の漢方の序列と,｢サ
オラン･ナイ｣と ｢サオラン･ノッ｣の位置関係から傍証
はできるものの,完全には証明できていない ｡また,それ
これらの点については今後の課題であり,日本の空間序列
についての実証的な研究を含めた比較研究が必要になる｡
Summary
ThepurposeofthisstudyistoexplainthemeaningofpartsoftraditionaldwelingsofDaiLuPeoplein
Xishuanghannafromtheplointofviewofthemeaningofthehousinglanguageandtofindoutthetraditionalspacial
stmctureofDaiLuPeople'sdwelings.
ThetraditionalspacialstructureofDaiLuPeople'sdwelingsisexplainedasfolows.Inadwelingthereisa
distinctivedivisionbetweenindoorspacesandoutdoorspac甲･Indoorspacesarecomposedofonebedroomand
worshipthegodofahouse.Itsspaceisthehighestrankinindoorspaces.Andakichenspacewhichisa■comer
ofahalisthe∴lowestrankinindoorspaces.ThatistosayinDaiLuPeople'sdwelingsthereisthespacialorder
whichissimilartoUchトSotoandOku-MaeoftheJapanesespacialorder.
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